
与える住居優位の３つに分類した (図３)。さらに、住居

と家族との関係性の有無と家族観の意味内容の組合せと

の対応関係を検討した結果、関係性について言及する場

合は構成員の割合が大きく、言及しない場合は人間関係

との割合が大きくみられた。

３. 家族観とそれに関わる建築的提案

3-1.建築的提案の意味内容　　半数以上の資料 (66/107)

には、2 章で捉えた家族観に基づいた建築的提案がみら

れたため、それらの意味内容について検討した。その結

果、【平面形式】【住戸配置】【居住様式】【設備】【設計

プロセス】の 5 つで捉えることができた ( 表２)。さら

に【平面形式】は、間仕切り・可変性、個室中心、居間

中心、居間・個室、台所中心、外部空間の 6つに分類した。

3-2. 家族観と建築的提案の関係　　前節で位置づけた建

築的提案の内容を資料ごとの組合せとし、2章で捉えた

家族観の意味内容の組合せとの対応関係を示したものが

図４である。家族観の意味内容の組合せごとにみると、

構成員では特に【平面形式】を含む提案が多くみられ、様々

な【平面形式】の提案内容が幅広い年代でみられた。こ

のことは家族の構成員の問題を空間図式の提案により改

善しようとする建築家の普遍的思考を示していると考え

られる。人間関係では【平面形式】以外の提案が多くみられ、

特に家族の多様的関係に着目した家族観に基づいた住居様

式が多く提案されていた。 これらはシェアハウスやコレクティブ

ハウスなどの新たな住まい方を提案するものであり、 近年の単

身世帯の増加との対応を示すものだと推察できる。性格では、

提案なしで家族の機能に関する家族観が 70年代において

多くみられた。これは生き甲斐を生むような家族関係を

住居によってつくりだそうとする漠然とした提案であり、

高度経済成長期後の空虚感に満ちた社会状況との対応を

示すものだと推察できる。社会では、【平面形式】の個室

に関する提案が 90年代前半において多くみられた。これ

らは住居単位を超えた、個人と社会との直接的な関係を

創出させる平面図式を提案するものであり、90年代の携

帯電話のなどのコミュニケーションツールが普及した社会状

況との対応を示すものだと推察できる。

４.結　　以上、 建築家の言説にみられる家族観とそれに

基づく建築的提案を捉え、 それらの対応関係について検討

した。 その結果、 家族構成に対応した平面図式は時代を問

わず提案されていた。 また 90年代以降、 情報技術の発達と

単身世帯の増加に伴い、 社会と個人を直接つなぐような住居

や、 家族に代わる共同体のための居住様式や住居形式が提

案されていた。 これらは社会状況に対応した暮らしや住居を

提案する際の建築家の典型的な思考を示すものだと考える。

１. 序　　建築家は住宅を設計する際に、時代状況に対応

した家族のあり方を主題とすることが多い。そうした思

考に関する建築家の言説からは、核家族が急増した戦後

における、家族が団欒できる間取りに関する提案や、少

子高齢化が進む近年における、血縁関係にとらわれない

居住単位としての新しい家族の捉え方など、住宅や都市

の構想に関わる家族に関する認識をよみとることができ

る。これらは建築家の家族観として位置づけることがで

き、社会との関係から建築を構想する上で重要な思考で

あると考えられる。そこで本研究では、家族を主題の中

心に据える現代日本の建築家の言説を資料とし 1)、建築

家の家族観とその建築的提案を併せて検討することで、

社会状況に対応した暮らしや住居を提示しようとする建

築家の思考の一端を明らかにすることを目的とする。

２.建築家の家族観　

2-1. 建築家の家族観の意味内容　　まず資料とした言

説において、家族の認識が明確に読み取れる記述を家族

観として抽出し、それらの内容を比較検討した。その結

果、<家族に限定した内容 >と <家族を社会との関係で

捉える内容 >(以下、<限定 >と <社会 >)に大別できた。

<限定 >は、家族をその構成員の組成や人数で捉えるも

の、人間関係の協調性や多様性のうちに捉えるもの、制

度や機能、幻想として捉えるものの 3つに分類できた。<

社会 >は、家族と社会を連続のなかに位置づけるものと、

社会的集団のモデルとして家族を参照するものの 2つに

分類した (図２)。また、家族観の内容を複数もつ資料も

みられたため、その組合せを資料単位で検討した。その

結果、<限定 >の家族の構成員、人間関係、性格に関す

る内容のみの、構成員、人間関係、性格に関する内容と、

それ以外の <限定 >の組合せによる構成員 +他、<社会 >

のみによる社会、<限定 >と <社会 >の両方を併せ持つ

限定+社会の6つの組合せがみられた (表１)。

2-2. 住居と家族との関係性　　資料となる言説には、前

節で捉えた家族観とは別に、住居と家族の関係について

言及するものもみられた。これを住居と家族の関係性と

して検討した結果、家族が住居に影響を与える家族優位、

家族と住居が影響し合う相互関係、住居が家族に影響を

現代日本の建築専門誌において、 1945 〜 2015 年にかけて発表された建築家による論考

のうち、 タイトルや小見出しに 「家族」 という言葉が含まれているものを中心に、 建築家に

よる書籍に発表された論考を補助的に加えた 107の論考を資料としている。

註１）

現代日本の建築家の家族観とその建築的提案

奥山研究室　12_00439 阿部 光葉（ABE,Mitsuha）

　今日の家族を形成する各人は２つの異なるネッ
トワークをもちながら生活している。一つは各人が
家族という家を媒介にした共同体を維持するため
のネットワークである。それぞれは家庭内で父、母、
子供といった役割を果たしつつ最小の単位をつく
り、社会的な秩序の安定を保っている。
しかし他方で、各人は外の世界に対して、メディア
を介したさまざまなネットワークを張っている。

̶̶ここでわれわれの提案は、第二の、メディアを
介したネットワークをベースにすると住宅のプラン
はどのようなものになるかを考えた結果である。各
個室は社会に向き合い、リビングやダイニングルー
ムなど共同のスペースは個室の背後に置かれる。̶ ̶
住空間はこのとき、自ら平坦で、外に対して以前よ
り開かれたものとなっていくに違いない。
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表 1. 資料ごとの家族観の意味内容の組合せ
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表 2. 建築的提案の内容

間仕切り・可変性
個室中心
居間中心
居間・個室
台所中心
外部空間

集合住宅の
住戸配置

地域内の
住戸配置

用途変更可能な設備

キッチンの設備

個室の設備

多世帯住宅

シェアハウス等

ネットワーク居住

設計時の設計者
と施主との関係

運営活動の兼任

4
6
11
9
13
7

Po

Pr

Pf
Pi
Pc

Pk

住戸配置 居住様式 設備機能 設計過程平面形式
A L F D50 8 22 8 6

       no.104  SR1307  「１住宅＝１家族」から「社会圏」へ　山本理顕
まずはじめに、500 人の集合をひとつの単位として想定します。――
ここでは、2.4mx2.4mx2.6mというサイズを１ユニットとして、これを
組み合わせて「イエ」と呼ぶ単位をつくります。――ベーシックとな
るのは５～７ぐらいのイエの集合体を Sグループと呼び、ここに共有
のインフラとして、ミニキッチンとトイレとシャワーを用意します。

      no.13  SK6707　　　現代の理想住宅　西山夘三
住生活の第１の機能は睡眠・休養であり、外からみだされない寝室・
和室が必要である。――（眠ること）と若干のプライベートな生活
とが組みあわされて私室・寝室という空間が必要になる。そのほか
に家族の公的な、つまり家族共同の生活がある。それに必要な空間
と私室とをどう組みあわせるかで、住戸の構成はちがってくる。
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図 4. 資料ごとの家族観と建築的提案の関係
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       no.56  BB9709
個室群住居　黒澤隆
近代住居におけ
る「社会ー家庭
ー個人」という
段階構成が、今
や「社会ー個人」
という直接の関
係に転化してし
まった。――あるものは個人だけで
ある――その住居を考えれば、この
構成単位がそのまま住居単位となる
以外はない。

       no.103  SR1207
多様な可能性を内蔵する住まい
コレクティブハウス  園田眞理子
「家族」ではなく
「個」を単位とし
て考える、これが
コレクティブハウ
スの基本で子ども
でも大人でも、そ
こに個が集まって
家族や何かのつな
がりをつくってい
るというふうに発
想を転換するそういうことが、コ
レクテイブハウスの提案になるの
ではないかと思います。

       no.23  BB8210
新・3LDK の家族学   宮脇檀
あくまでほか
の部屋と同様
な生活空間と
同質になるよ
うに部屋をしつ
らえ、その中で調理を行うというこ
とである。――そんな完全に内部は
仕切らないほうがいいのだと思う。
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